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 旧年中は法義相続本廟護持に多大なるご理解とご協力をいただきましたこと厚く御礼申 

しあげます。また、このコロナ禍で、各組・各町のお講が開けないところも多くあり、相

続講金ならびに慶讃懇志金を納めていただくために、大変なご苦労をいただいております

こと、重ねて感謝申しあげます。 

さて、昨年の秋、慶ばしい行事がありました。11 月 20 日に本山で行われた門首継承式

です。真宗大谷派第 26 代門首に大谷暢裕氏が就任され、教区役職者の皆様と共に、本山

へ参拝してまいりました。御門首は、お念仏の教えを次世代に受け伝えていくことと、御

同朋の輪を全世界に広げていくことを、日本語、英語、ポルトガル語の 3 か国語で誓われ

ました。そして、 
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２０２１年１月１日発行 

開所時間  

平日午前 9 時～午後 5時 
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誰ひとり見捨てることのない阿弥陀仏の本願の教えを、私自身が聞思し、 

その慶びを世界の人々に広く丁寧に伝えていくことが 

互いを真に尊び、信頼し合える社会へとつながっていくものと信じる 



慶讃テーマ「南無阿弥陀仏 人と生まれたことの意味をたずねていこう」 

 

と表明されました。まさに、この一言に私たち真宗門徒の生きる姿勢と、目指す未来が

語られています。南無阿弥陀仏と念仏申すことによって、目の前の一人ひとりと、互いに

敬い合い、支え合い、助け合って生きていく未来が開かれます。そして、互いに尊敬し信

頼し合える社会の実現を願って、与えられた命を精一杯、尽くさせていただくのです。こ

れがなにものにも代え難い慶びとなり、生きる力となるのです。 

この報恩の念仏生活こそが、人として最も大切な道であると受け止めます。コロナ禍で

暗い世の中であればこそ、共にお念仏を申し合わせて、前を向いて乗り越えてまいりまし

ょう。                      小松教務所長 保 木 悦 雄 

 

 

● 真宗本廟収骨代行を実施 
12月 14日（月）に教務所員が真宗本廟（東本願寺）へ上山し、合計 60体（小松教務所

41 体・大聖寺教務所 19 体）のご遺骨を収骨させていただきました。次回の収骨代行は 1

月 13日（水）を予定しております。9月から開始いたしました収骨代行は 12月 17日現在

で、219 体の申請がありました。今年度中（2021 年 6 月まで）は引き続き収骨代行を実施

いたしますので、有縁の方々にお知らせください。 

● 重世話方研修会を実施 
本年度の重世話方研修会は、コロナ感染拡大防止のため、12月 2

日と 4 日の 2 日間に分けて教務所にて開催し、66 名が参加しまし

た。内容は今後の組門徒会の活動を支援する２つの具体的な取り組

みを紹介して、意見交換を行いました。まず、加藤彰教氏（林西

寺）より、組門徒会と地域寺院で構成する「小会」という組織が

主体となって、僧侶と門徒が互いに語り合って取り組みを進める

重要性が語られました。次に、具体的な取り組みの一つ目とし

て、粟津小会主催「真宗門徒講座」について、実行委員長の佐竹融

氏（光玄寺）より、特に座談を通じて参加者同士が率直な感想を述

べ合い、次第に距離感が縮まっていく様子が紹介されました。二つ

目には、「組門徒会活性化プラン作成グループワーク」について、

教区駐在教導が説明を行いました。グループワークとは、組門徒

会の課題や現状を把握し、小会独自の取り組みを見出していく話

し合いの手法であり、1 月から各小会で実際に取り組んでいくこととなります。寺院方と

門徒方の積極的な参画と協力をお願いいたしします。    教区駐在教導 西山郷光 

 

 

Ｑ：「相続講台帳」について詳しく教えてください。 

Ａ：ご本山へ納めていただいた相続講金は小松教務所で電子管理されている相続講台帳に

記帳させていただきます。相続講台帳はご懇志を記録するもので、過去に納金された

ことがある方は追加で台帳に記帳し、初めて納金される方は新規でお作りいたします。

【台帳に関する留意点】 

①台帳は個人のものですが、その台帳よりご家族が賞典を受けることも可能です。 

 ②ご本人の台帳から４万円、配偶者の台帳から４万円を合算して院号法名を申請する 

講師：加藤 彰教 氏 

講師：佐竹 融 氏 
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など、台帳を合算して使用することは出来ません。 

③台帳の名義の方が亡くなられた場合は、その後継者（配偶者や孫も可能）にも相続

講にご尽力いただけるよう賞典未扱い分の半額を引継ぐことが可能です。なお、台

帳の引継ぎは自動継続・強制ではございません。また、亡くなられていない方の台

帳引継ぎは出来ません。 

④台帳の残額の有無に関わらず、亡くなられた方の台帳は残されます。また、その台

帳に残額がある場合、ご家族の方は残額分を使用することが出来ます。 

⑤懇志金を記録する相続講台帳は銀行の預金通帳等と異なりますので、払い戻しは出

来ません。                  文責：小松教務所主計 菴原憲行 

 

 

●宗派経常費（相続講金）御依頼並びに慶讃法要懇志金の収納状況
について 
教区内の皆様方には、２０２０年度宗派経常費御依頼並びに慶讃法要懇志金について格

別なるご尽力を賜っておりますこと、厚く御礼申し上げます。 

１２月１７日現在の収納状況について以下のとおり報告いたします。 

宗派経常費並びに慶讃懇志金の教区完納に向けて、引き続きご尽力賜りますよう、お願

い申し上げます。 

● 教務所来所時の駐車場について 
今後、教務所に来所される際の駐車場について、教務所前もしくは社会保険事務所前の

奥（北側）の来庁者専用駐車場に駐車いただきますようお願いいたします。 

年金事務所横及び、年金事務所前のスペースは年金事務所の駐車場になりますので、そ

こには駐車しないようにお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

宗派経常費（相続講金） 

御依頼 

組門徒会目標額 金 ７２，０００，０００ 円也 

教区御依頼額 金 ６３，５０８，０００ 円也 

収納額 
金 ４８，８５２，５３７ 円也（収納率 67.8％） 

※収納率は組門徒会目標額に対して 

 

慶讃法要懇志金 

教区御依頼額 金 ４３，６４４，０００ 円也 

収納額 金 ２２，６９５，２９７ 円也（収納率 52％） 

＜小松教務所 年末年始事務休止のお知らせ＞ 
下記の期間は年末年始休暇のため、事務取扱を休止します。 

・２０２０年１２月２５日（金）正午～２０２１年１月５日（火） 

なお、年明けは１月６日（水）から開所します。 

【緊急連絡先】主計（080-3394-6126） 

※ 電話が繋がらない時は、必ずメッセージを入れてください 
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【苗 代 組】 中止      【板 津 組】 中止         【徳 橋 組】 中止 

【北板津組】 中止      【十日講組】 未定 
 

小松教区 月間行事予定表 【２０２１年１月】 

 教区・常磐会館・教務所  本山・連区・関係団体・その他  

1 金   

2 土   

3 日   

4 月   

5 火   

6 水 教務所開所  

7 木   

8 金   

9 土   

10 日   

11 月 いのプロ「修正会」 13：30  

12 火 

十二日講 9:30  
 講師 柿原 秀芳 氏（小松教区 寳海寺） 
新年互礼会 11：45 （役職者のみ） 
組門徒会長会 13：00 

 

 

 

13 水 真宗本廟収骨代行（本山へ上山）  

14 木   

15 金   

16 土 粟津組総会 10：00  

17 日 
日曜講座 9：30 
  講師 松永 悠 氏（小松教区 長圓寺） 

 

18 月 小松組改編説明会 15：00  

19 火 教区教化委員会説明会① 14：00  

20 水 大谷婦人会運営委員会 13：30  

21 木 徳橋組役員会 14：00  

22 金   

23 土 教区教化委員会説明会② 14：00  

24 日 

坊守会基礎学習会① ［稱名寺］ 13：30 

  講師 水野 スウ 氏  

（オープンハウス「紅茶の時間」主宰） 

 

25 月   

26 火   

27 水 教区教化委員会説明会③ 16：00  

28 木   

29 金   

30 土   

31 日   

各組の 

お講など 

本山への収骨代行で教務所にお預けいた

だいた御遺骨を安置して、共に正信偈の

お勤めをいたします。

講題：きもちは、言葉をさがしている  

～３８年目の『紅茶の時間』から 

教務所年末年始事務休止 

（12/2５PM～1/５） 

※ 教務所では「法要・聞法会開催のための

ガイドライン」に基づき、新型コロナウイル

ス感染防止対策を徹底しております。 

※ 行事や会議等に参加・出席される場合は

必ずマスクを着用ください。 

※ 各日程は、新型コロナウイルス感染症の状況等により、変更になる場合があります 

講題：人間になる道 

 

修正会など、年末年始の行事について、

宗派指針（宗派 HPに有り）や教務所のガ

イドラインを参考にして、コロナ感染防止

に充分ご留意ください。 


